
ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

【進捗状況】 事業費等の精査により計画額に対し43％の執
行となった。

Ｄ

民有林面積

（単位　ha　）

H28 H31 H36
48,100 48,168

【実施内容】 ・排水路整備　L=132m

【進捗状況】 計画どおり執行した。

【実施内容】 予算の範囲内で,農業者等が行う上記工事に
係る経費へ助成する

【進捗状況】

⑤　農業用施設等維持改良事業補助金

【事業概要】 農業生産基盤整備による農業の発展に資する
ため、農業者又は農業者の組織する団体が行
う土地改良施設の改良，新設に対し助成する。

農業者及び土地改良
区が農業用施設の改
良，新設を行う

【対象】
・　農業者
・　林業者

H28 H31 H36
4,130

48,168

⑥　基幹水利施設ストックマネジメント事業(太
田第一）
【事業概要】 県営ほ場整備事業太田地区で整備された小

排水路を対象に長寿命化の観点に立って更
新を行うものである。

岩手県に負担金を支
出する

岩手県が小排水路の
機能診断及び更新工
事を実施する

【事業費】 2,250千円

【事業担当課】 農政課

（単位　ha　）

H28

畑作面積

施設の適正管理が行
われることで漏水等が
解消し，安定した農業
用水の供給が可能と
なる

農業生産性と農村環
境の維持・向上が図ら
れる

農業経営が安定する

H36

4,132 4,132

B

【成果指標・実績値・目標値】

A

【意図】
・　生産性の向上が図
られる
・　生活環境の改善が
図られる

水田面積

（単位　ha　）

平成28年度は，鹿妻穴堰土地改良区におい
て，事業対象施設が紫波町であったことから，
盛岡市からの助成は無かった。

岩手山麓土地改良区
に補助金を交付する

岩手山麓土地改良区
が水路改修を行う

樹園地面積

H31

鹿妻穴堰土地改良区
が北郡山分水工の流
量計の更新を行う

【進捗状況】 計画どおり執行した。

鹿妻穴堰及び岩手山
麓土地改良区に補助
金を交付する

【事業概要】

【事業費】 4,434千円

岩手山麓土地改良区
に水路式側溝を支給
する

改良区が施設の良好
な維持管理を行う

土地改良事業施設の機能低下防止や機能回
復のために，土地改良区が行う農業用施設の
整備補修及び設備改善に対して助成するも
の。

③　好摩地区かんがい排水事業

【事業概要】 好摩地内IGR線沿いの水路に隣接する田にお
いて溢水・漏水が起こっていることから，当該水
路を改修し，農業用水の安定供給を図るもの。

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 整備内容：水路式側溝の敷設　L=246m
① 整備に係る工事手間について補助金を交
付（補助率36％）
② 整備に係る原材料を支給

計画どおり執行し，事業完了となった。【進捗状況】

【実施内容】 補助先：鹿妻穴堰及び岩手山麓土地改良区
補助対象：電気料，保守点検業務，修繕，塗
装，刈払い

【実施内容】 鹿妻穴堰土地改良区が管理する水路等用水
施設(北郡山分水)の補修

【事業費】 0千円

H36
487 487

（単位　ha　）

H28 H31
487

【事業担当課】 農政課

農政課
小施策コード 21-2 小施策名 生産基盤の整備

①　農業用水再編対策事業（鹿妻新堰，太田
堰）

鹿妻穴堰土地改良区
に補助金を交付する

農業者及び土地改良
区に補助金を交付す
る

【事業費】 4,944千円

④　土地改良施設維持管理適正化事業

【事業概要】

【事業担当課】 農政課

岩手県，鹿妻穴堰土
地改良区に負担金を
支出する

2,429 2,434 2,434

C

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

岩手県が施設改修工
事を行うほか，鹿妻穴
堰土地改良区が計画
作成や支援活動，増
進活動等の取組を行
う

【事業費】 11,330千円

【事業担当課】 農政課

国営事業造成施設で，県管理のダム，頭首工，用
水機場等公共公益性の高い施設の維持管理費用
のうち，県から維持管理業務を受託している改良
区へ，地元負担の一部を補助する。

【事業費】 2,782千円

【進捗状況】 事業費等の精査により計画額に対し55％の執
行となった。

②　基幹水利施設管理事業費補助金

【実施内容】 鹿妻新堰：用水路工L=0.2186km，附帯ソフト
事業１式

太田堰：付帯工１式，附帯ソフト事業１式

【事業概要】 老朽化により漏水，施設崩落していることから，
県営事業で実施する施設改修経費を負担す
る。

【事業担当課】 農政課

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

岩手県に負担金を支
出する

岩手県が地元関係者
の協力のもと，基盤整
備の設計及び換地設
計工事を実施する

事業を円滑に推進す
るため，県と地元関係
者との調整等を行う

農道及び水路等の農
業用施設の巡視を行
う

農道，水路補修により
施設機能が維持され
る

Ｄ

民有林面積

（単位　ha　）

H28 H31 H36
48,100 48,168

岩手県に負担金を支
出する

岩手県が道路改良工
事を実施する

岩手県に負担金を支
出する

岩手県が水利施設更
新の事業計画等を作
成する

地元他関係者間の調
整等を行う

【進捗状況】 補正対応もあり，計画額に対し64％増の執行と
なった。

⑬　県営ほ場整備事業（武道地区）

【事業概要】 ほ場の大区画化，道水路の整備及び暗渠排
水による水田の乾田化等の農業基盤整備を行
い，生産性を高めるとともに，農業経営の安定
及び担い手の育成を図るもの。

計画どおり執行した。

【事業費】 7,700千円

【事業担当課】 農政課

【実施内容】 ・実施設計　１式
・換地計画　１式

【事業概要】

⑫　農業用施設維持管理事業

【意図】
・　生産性の向上が図
られる
・　生活環境の改善が
図られる

【成果指標・実績値・目標値】

A

事業費等の精査により計画額に対し42％の執
行となった。

国営事業等造成施設が老朽化により著しく機
能低下していることから，国営事業の支配面積
500ha未満について，県営事業により施設の更
新を行うもの。

【事業費】 2,156千円
【事業担当課】

2,429 2,434 2,434

C

樹園地面積

岩手県に負担金を支
出する

【実施内容】

岩手県が水利施設更
新の事業計画等を作
成する

地元他関係者間の調
整等を行う

4,130

【事業担当課】 農政課

⑪　農道整備事業（巻堀Ⅱ期，手代森３期）

【事業概要】

（単位　ha　）

農業農村の生活，生産基盤である農道及び水
路等の農業用施設の維持管理を行うもの。

【事業費】 7,856千円

【事業担当課】 農政課，玉山建設課

【進捗状況】

【実施内容】 巻堀：路体工　１式，用地買収　１式
手代森：舗装工L=305ｍ，付帯工　１式

地元他関係者間の調
整等を行う

48,168

農業基盤の整備が促
進される

農道の法面補修，草
刈，除雪，水路の清掃
などを行う

H28 H31 H36
487 487 487

手代森地区の揚水機場が老朽化により，管理
に著しく支障をきたしている状況であり，施設を
更新し，機能の回復を図るもの。
県営事業整備により，負担金を支出する。

【実施内容】 ・農道除雪委託，路面補修委託，農道草刈委
託，原材料支給ほか

【進捗状況】

【事業概要】 巻堀：2期地区の約0.5kmが未整備区間となっ
ているため，県営事業整備に負担金を支出す
る。

手代森：3期地区が未整備(1.7km)となっている
ことから，県営事業整備に負担金を支出する。

【事業費】 5,986千円

【実施内容】 ・ｻｲﾌｫﾝ補修工
・実施設計　1式
・用地測量　１式
・用地買収　１式

【進捗状況】 計画どおり執行した。

【事業概要】

【進捗状況】 計画どおり執行した。

⑩　水利施設整備事業（手代森地区）

計画どおり執行した。

【事業費】 3,000千円
【事業担当課】 農政課
【実施内容】 県営土地改良調査事業

・現況調査　１式
・概略設計　１式
・事業計画策定　１式

【進捗状況】

H28 H31 H36

B

（単位　ha　）

⑨　かんがい排水事業（松川大堰地区）

【事業概要】 松川大堰の未整備区間（法面崩落の危険性が
あることや出水時に溢水し，隣接農地が湛水
する等）を改修し，用水の安定供給を図るも
の。
県営事業整備により，負担金を支出する。

県営土地改良調査事業
・現況調査　１式
・事業計画策定　１式
・経済効果算定　１式

農政課
小施策コード 21-2 小施策名 生産基盤の整備

【事業費】 0円（償還は事業終了後のため）

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

小施策
事業概要等

事業名

⑦　基幹水利施設更新整備事業　岩手山麓地
区
【事業概要】 国営事業により老朽化が著しい施設の更新を

行うもの。（支配面積500ha未満は県営事業に
より整備）

国営事業として，施設
更新工事及び測量設
計等を実施する

施設更新工事及び測
量設計が履行される

各種協議会(地区調査
推進協議会，事業促
進協議会，環境配慮
検討委員会)との協議
を行う

【事業担当課】 農政課
【実施内容】

【事業費】 3,436千円
【事業担当課】 農政課

【対象】
・　農業者
・　林業者

水田面積

（単位　ha　）

H28 H31 H36

・工事（導水路0.1km，用水路0.5km 外）
・測量設計
・用地補償

【進捗状況】 進捗率：7％（平成28年度末事業費ベース）

事業を円滑に推進す
るため，県と地元関係
者との調整等を行う

岩手県が施設更新工
事及び実施設計を行
う

岩手県に負担金を支
出する

4,132 4,132

畑作面積

農政課

⑧　農村災害対策整備事業（岩手山麓）

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

【進捗状況】 計画どおり執行した。

岩手県に負担金を支
出する

岩手県が農業水利施
設の更新，補修を行う

樹園地面積

【事業担当課】 農政課

⑲　国営造成施設管理体制整備促進事業

【事業概要】 地区内の的確な用排水管理を行うため，国営
事業完了地区で，県と市町村が連携し，土地
改良区等の管理体制の整備促進を図るもので
あり，また，国営造成施設の管理の適正化に
資するもの。

【進捗状況】 計画どおり執行した。

「多面的機能支払交
付金活動組織」に交付
金を交付する

活動組織が水路補
修・更新，水路泥上げ
等を行う

【事業費】 226,761千円

【事業担当課】 農政課，産業振興課

48,168

国土保全，水源涵養，
自然環境保全が行わ
れる

487 487 487

【事業概要】

【対象】
・　農業者
・　林業者

【意図】
・　生産性の向上が図
られる
・　生活環境の改善が
図られる

【成果指標・実績値・目標値】

A

【事業費】 2,239千円

水資源のかん養や洪
水防止などの多目的
機能が発揮される

民有林面積

（単位　ha　）

H28

Ｄ

【進捗状況】 資源向上支払（長寿命化）について，国の交
付額が上限額の83.2％となったことにより，計
画に比べ，交付金額が減となった。

農業水利施設の管理
体制が整備され，管理
が適正に行われる

関係市町村や改良区
と協議調整を行い，地
域住民への啓発を行
う

農地や水路などの施
設が適正管理され，景
観形成など農村環境
が保全される

管理体制整備推進協
議会に参加する

対象：鹿妻穴堰及び岩手山麓土地改良区
内容：①管理体制整備推進事業（推進協議会
を設置し住民への啓発普及，連携強化の活
動）②管理体制整備強化事業（施設点検，操
作など維持管理体制強化の活動）

【実施内容】

【実施内容】 農地維持支払－311,462ａ
資源向上支払(長寿命化)－301,774ａ
資源向上支払(共同活動)－316,734a

⑱　多面的機能支払交付金事業

農業・農村の有する国土保全，水源涵養，自
然環境保全等の多面的機能の維持・発揮を図
るために行う地域の活動を支援し，地域資源
の保全管理を推進する。

H31 H36
48,100 48,168

【実施内容】 県営事業における受益者負担分借入金の償
還(特別負担金)及び事務経費(運営負担金)に
対して助成する。
県営かん排盛岡南部分4,303,794円，県営畑
総盛岡西部分10,032,250円，運営費97,900円

「鹿妻穴堰管内水路
等利用調整連絡協議
会」に負担金を支出す
る

鹿妻穴堰管内水路等
利用調整連絡協議会
が維持管理に係る会
議，視察研修等を行う

【実施内容】 連絡協議会開催，先進地視察研修

⑯　鹿妻穴堰管内水路等利用調整連絡協議会
負担金

【事業担当課】 農政課

【事業概要】 鹿妻穴堰管内の水利施設の維持・保全等に
ついて関係機関が調整協議し，基幹水利機能
を適切に維持管理を行うことを目的に設置した
協議会に対する会員費を負担するもの。

【事業費】

【進捗状況】 計画どおり執行した。

14,185千円

【事業担当課】 農政課

⑮　太田西部地区土地改良総合整備事業費補
助金
【事業概要】

H36

【事業費】 200千円

岩手県土地改良事業
団体連合会に負担金
を支出する

岩手県土地改良事業
団体連合会が土地改
良事業に関する調査・
研究，技術指導や受
託事業を行う

土地改良事業の適切かつ効率的運営の確保
のため，土地改良事業に関する教育，情報提
供並びに調査・研究を行う岩手県土地改良事
業団体連合会に対し会員費を負担するもの。

【事業担当課】

【実施内容】

計画どおり執行した。

⑰　岩手県土地改良事業団体連合会負担金

【事業概要】

償還補助　14,051,642円
事務経費　　　133,000円

計画どおり執行した。【進捗状況】

農政課

【実施内容】 ・負担金の支出
・総会等各種会議
・研修会参加

84千円

鹿妻穴堰土地改良区
に対し，償還金及びこ
れに係る事務経費に
対する補助金を交付
する

鹿妻穴堰土地改良区
が償還を行う

【進捗状況】

H31

県営事業の事業費のうち，すでに支払われた
受益者負担の償還金に対する助成及びこれ
に係る事務費に対し助成する。（事業実施期
間中の受益者相当額を改良区が金融機関か
ら借り入れし県へ負担。最終償還年の平成29
年度まで助成）

【事業費】

土地改良事業の受益
者負担が減る

鹿妻穴堰管内の農業
用用排水路等の水利
施設が適正に管理さ
れる

4,130 4,132 4,132

農業・農村が有する多
面的機能が維持・発
揮される

（単位　ha　）

H28

C

（単位　ha　）

H28 H31 H36
2,429 2,434 2,434

水田面積

（単位　ha　）

H28

岩手県内の土地改良
事業が促進される

H31 H36

畑作面積

B

小施策
事業概要等

事業名

⑭　盛岡南部地区土地改良事業促進協議会負
担金
【事業概要】 盛岡南部地区の国営農業水利事業に係る附

帯県営事業について，受益者負担分借入金
の償還を負担することにより，受益農家負担の
軽減を図る。

21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

農政課
小施策コード 21-2 小施策名 生産基盤の整備

盛岡南部地区土地改
良事業促進協議会に
負担金を支出する

盛岡南部地区土地改
良事業促進協議会の
事務処理経費が軽減
される

【事業費】 14,434千円

【別紙】 施策コード

【事業担当課】 農政課

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

【実施内容】 ・カモシカの食害を防ぐため森林組合への委託
により，幼齢造林木に忌避剤の塗布を実施す
る。

カモシカの食害を防
ぐため森林組合へ幼
齢造林木に忌避剤
の塗布を委託する

森林組合が幼齢造
林木に忌避財を塗
布し，幼齢造林木を
カモシカの食害から
守ることができる

森林資源の保全が
図られる

施策名 農林業の振興

【対象】

小施策
主管課名

㉑　間伐等森林適正管理事業

【進捗状況】 カモシカの食害を防止するため，幼齢造林木
（スギ・ヒバなど）に忌避材（ヤシマレント）を塗布
する業務委託を実施した。

農政課
小施策コード 21-2 小施策名 生産基盤の整備

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】

⑳　カモシカ食害対策事業

【事業概要】 造林した幼齢木を，特別天然記念物であるニホ
ンカモシカの食害から守るため，忌避剤の塗布
事業を行う。

施策コード 21

・　農業者
・　林業者

【意図】

【事業費】 1,677千円

【事業担当課】 林政課

【成果指標・実績値・目標値】

【進捗状況】

【事業担当課】 林政課

A
【実施内容】 ・盛岡市森林組合に作業員の賃金分である森

林適正管理推進資金貸付金の貸付を実施す
る。

水田面積

【事業費】 13,000千円

・　生産性の向上が図
られる
・　生活環境の改善が
図られる

【事業概要】 森林所有者の森林施業に対する意欲を増進
し，森林の健全化と公益的機能の維持，増進を
図るため，人工林の保育作業等に係る経費に
対する補助を行う。

盛岡市森林組合の
作業員の賃金分に
対して資金の貸付を
行う

盛岡市森林組合の
資金繰りの負担が軽
減される

盛岡市森林組合の
健全な経営が行わ
れる

【実施内容】 補助の申請があった者に対して補助金を交付
する。

再造林や保育作業
に対して補助金を交
付する

再造林や保育作業
に要する経費が軽減
される

（単位　ha　）

H28 H31 H36

【進捗状況】 下記のとおり補助金交付を行った。
事業種　　 　面積　　　　補助金額
再造林 　　　68.40ha  3,788,545円

4,130 4,132 4,132

B

畑作面積

盛岡市森林組合に作業員の賃金分である森林
適正管理推進資金貸付金の貸付を行った。
貸付期間：平成28年４月１日～平成28年９月30
日（合併後の盛岡広域森林組合から，年度年
度途中での償還申出があり，半年繰り上げて償
還された。Ｈ29年度から貸付はなくなる。）
　貸付金額：13,000千円（年利1.0％）

（単位　ha　）

㉒　森林適正管理事業費補助金

森林の適正な管理
が促進される

【事業概要】 除伐（5齢級以下）に対して標準経費の９％以内
補助
間伐（12齢級以下）に対して標準経費の９％以
内補助
枝打ち（12齢級以下）に対して標準経費の９％
以内補助
人工林の再造林に対して標準経費の９％以内
補助

【事業費】 1,175千円

【事業担当課】 林政課

H28 H31 H36

【実施内容】 補助の申請があった者に対して補助金を交付
する。 間伐等に利用する作

業道の開設若しくは
改良に対して補助金
を交付する

間伐等に利用する作
業道の開設もしくは
改良に要する経費が
軽減される

2,429 2,434 2,434
【事業費】 3,789千円

㉓　間伐等作業道開設等促進事業費補助金

【事業概要】

C

樹園地面積

森林資源（木材）の
利用により，森林が
活性化される

【事業担当課】 林政課

（単位　ha　）

H28 H31 H36
487 487 487

Ｄ
間伐等に利用する作業道の開設若しくは改良
に対し,事業費の45％以内の額を補助する。

45年生以下の間伐
材を林外へ搬出して
利用したものに対
し，１㎥につき1,000
円以内の額の補助
金を交付する

間伐材を搬出する費
用が軽減される

間伐材の利用が促
進される

民有林面積

【進捗状況】 164㎥の搬出に対し，164,000円の補助金を交
付した。

（単位　ha　）

H28 H31 H36
48,100 48,168 48,168

【進捗状況】 下記のとおり２件作業道開設及び改良に対して
補助金交付を行った。
・延長：1,250m 補助金交付額1,174,500円（開
設1箇所，改良１箇所）

【事業費】 164千円

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 補助の申請があった者に対して補助金を交付
する。

㉔　間伐材搬出利用促進事業費補助金

【事業概要】 間伐材を林外へ搬出して利用したものに対し，
１㎥につき1,000円以内の額を補助する。

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）

【対象】
・　農業者
・　林業者

【意図】

（単位　ha　）

H28 H31 H36

2,429 2,434

B

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】 施策コード 21 施策名 農林業の振興 小施策
主管課名

農政課
小施策コード 21-2 小施策名 生産基盤の整備

【進捗状況】 民有林火防巡視人による山火事巡視活動及
び山火事防止広報業務委託を実施した。
森林管理巡視員による民有林の巡視を実施
した。

森林災害が減少し，
健全な森林が保全さ
れる

【事業費】 3,204千円

【進捗状況】 H28は砂子沢の山林（1.85k㎡）及び簗川の山
林（1.37k㎡）の前半工程、根田茂の山林
（4.70k㎡）簗川山林（1.8ｋ3㎡）の後半工程を
実施。
平成28年度末進捗率　調査済等面積
（422.34k㎡）/調査対象面積（703.29k㎡）＝
60.05％

㉕　森林保護事業

民有林火防巡視人
に山火事巡視活動
及び山火事防止広
報業務を委託する

民有林火防巡視人
が山火事巡視活動
及び山火事防止広
報業務を行い，山火
事発生の注意喚起
を行う

林業従事者，森林所
有者，一般市民など
に，山火事に対する
注意喚起が図られ
る。

【事業概要】 森林火災防止や森林の公益的機能の保全を
図るため，民有林の巡視及び市民への周知を
行う。

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・民有林火防巡視人による山火事巡視活動
や，業務委託による山火事防止広報活動の
実施。
・森林管理巡視員による民有林の巡視活動の
実施。

森林管理巡視員が
民有林の巡視を実
施する

森林の現況を把握
され，適切な施業指
導ができるようにな
る

森林組合等の要施行
森林の掘り起こしによ
り，森林施業が行わ
れる。

【事業担当課】 林政課

土地境界が明確にな
り，境界トラブルの未
然防止や土地売買時
における手続の簡素
化・費用縮減が図ら
れる

㉖　地籍調査事業

㉗　マツクイムシ被害防止対策事業
国・県の補助事業及
び市単独事業により，
被害木及び被害木周
辺の潜在被害木の伐
採・くん蒸処理を行う

【事業概要】 アカマツを枯死させる松くい虫被害が平成21
年10月に確認されたことを受けて，被害拡大
を最小限に抑止するために，被害木の早期発
見・駆除を行う。

【成果指標・実績値・目標値】

A

水田面積

【事業担当課】 林政課

アカマツ林が健全化
する

【実施内容】 ・森林内外の松くい虫被害木及びくん蒸の駆
除を実施する。
・被害木の早期発見のため，県の航空調査や
地上からの枯損木調査に協力するとともに，
パトロールを実施する。

（単位　ha　）

H28

松くい虫被害の拡大
を防止する

松くい虫被害が減少
する

H31 H36
4,130

【実施内容】 1年目　前半工程（外業＝三角測量C､多角測
量D､境界立会E､一筆測量FⅠ･Ⅱ）
2年目　後半工程（内業＝原図作成ＦⅡ､地籍
測定Ｇ､地籍簿作成・地籍図作成Ｈ）
当該年度は前年度調査地区の後半工程（Ｆ
Ⅱ～Ｈ工程）及び山林を対象とした前半工程
（Ｃ～ＦⅡ工程）を実施する。

森林及び法定外公共
物等の適正な管理が
可能となる上，課税の
適正化が図られる

4,132 4,132

【事業概要】 ・土地の実態を正確に表していない地図に準
ずる図面（＝公図）扱いとなっている地区につ
いて、地籍調査を行い、所有者・地番・地目・
土地境界の調査及び一筆ごとの測量を実施
し地籍図及び地籍簿を作成する。
・過年度の調査成果に誤りがあった場合修正
する。

・　生産性の向上が図
られる
・　生活環境の改善が
図られる

山間部において各土
地の所有者等の立会
いを求め，一筆毎に
調査及び測量を実施
する

登記簿及び公図が修
正され，不動産登記
法第１４条第１項地図
が整備される

林地等の適正な維持
管理が行われる

【事業費】 42,284千円

林道米内川線外山橋
上部工架替工事，林
道米内川線畑橋上部
工架替工事を発注す
る

林道米内川線外山橋
上部工架替工事，林道
米内川線畑橋上部工
架替工事が施工され，
補修が完了する

【事業担当課】

【進捗状況】 　路側刈払い　52路線（林政課45)
                                 (産業振興課7）
　路面補修　　 ７箇所（林政課7）
　除排雪　　　　20路線（林政課19)
                                 (〔玉山〕建設課1）
　　　　　　　　　　　　　事業費　　　26,061千円

㉚　林道橋りょう補修事業

林道の維持補修工
事，路面補修業務委
託，人夫使役による
路側刈り払い作業，
除排雪業務委託を実
施する

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・森林経営計画に基づき，保育・間伐等の作
業及びそれに付随する各種作業を実施する。

【進捗状況】 　下刈　　　　 　7.33ha
　除間伐　　　87.22ha
　枝打　　　　 15.73ha
　搬出間伐　  8.98ha
　立木調査　148.261ha
　作業道開設・補修　3,200ｍ  　　40,331千円

山間部の生活道が維
持される

山間部の居住環境が
維持される

畑作面積

2,434

C

樹園地面積

（単位　ha　）

民有林の木材生産
機能と公益的機能
の維持増進が図ら
れる

【進捗状況】 　「外山橋」補修工事完了。

　
　　　　　　　　　　　　　事業費　　　40,678千円

【事業費】 26,061千円

林政課

【実施内容】 ・「Ｃ」判定とされた林道米内川線の外山橋，
畑橋，百目木橋の３橋の補修工事（上部工架
替）を実施する。

㉙　林道管理事業

【事業概要】 森林施業と併せて山間地域の生活道路として
必要とされる，市が管理する林道の適切な維
持管理を実施する。

【実施内容】 ・林道を良好な状態で維持するために，排水
施設の整備，路面の補修，法面崩壊土砂の
除去，冬季間の除雪等を実施する。

【事業概要】 岩手県による平成22年度林道基礎点検業務
で「Ｃ」判定（不健全で早急に修繕が必要）と
判断された林道橋りょうの補修を実施する。

【事業費】 40,678千円

487 487

Ｄ

造林，保育，伐採など
の林業生産活動が，
継続される

林道の通行の安全性・
快適性が維持される【事業担当課】 林政課・産業振興課・〔玉山〕建設課

林業の生産基盤が維
持される

【事業費】 15,331千円

市の基本財産の造成
が図られる

市有林が持続的に整
備される

㉘　市有林造成事業

【事業概要】

市が経営する森林の
適正な管理が行われ
る

【事業費】 40,331千円

市が管理する森林について森林経営計画に
基づき,保育や間伐等の森林施業を行い，森
林の適正な管理を行う。 計画的に，造林，下

刈，除伐，つる駆除，
枝打ち，間伐等の作
業委託を実施する

航空調査で発見した
枯損木等について，
県と協力して調査を実
施するとともに，パト
ロールを実施して被
害木の早期発見に努
める

【進捗状況】 東中野・東安庭・浅岸・湯沢・簗川・玉山永井・
玉山馬場・寺林・好摩・巻掘・渋民・下田・芋
田・門前寺・上田で事業を実施。
　駆除材積　　673.31㎥（1,144本）
　事 業 費　　15,331千円

H28 H31 H36
48,100 48,168 48,168

H28 H31 H36
487

民有林面積

（単位　ha　）

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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ロジックモデルシート（平成28年度実績評価）
小施策
主管課名

・「木材利用推進方針」に基づき，市営建設工
事等においては市産材の利用を基本とすること
とし，関係課にその徹底を依頼する。
・行政及び森林組合，民間の林業関係者など
で構成する盛岡市木材流通推進会議を開催
し，具体的な市産材利用拡大に向けた検討を
進める。

盛岡市木材流通推
進会議を開催する

具体的な市産材利用
拡大及び流通体制
の整備に向けた検討
が行われ対策がとら
れる

農政課
小施策コード 21-2 小施策名 生産基盤の整備

事業名
小施策

事業概要等

【別紙】

㉛　木材需要拡大推進事業

【事業概要】 地域材の利用促進により森林資源の循環利用
と林業生産活動の活性化を図るため，民間から
の意見や盛岡市木材利用推進会議により，さま
ざまな木材需要施策を展開し，木材利用を推
進するもの。

盛岡市木材利用推
進方針により，庁内
関係課において組織
される木材利用推進
会議等において市営
建設工事等に市産
材利用の徹底を依頼
する

担当各課において市
営建設工事や公共
工事，木質バイオマ
スの分野で市産材利
用を検討する【事業費】 130千円

施策コード 21

【事業担当課】

施策名 農林業の振興

【対象】
・　農業者
・　林業者

2,799千円

【事業担当課】 林政課
・　生産性の向上が図
られる
・　生活環境の改善が
図られる

【進捗状況】 簡易な木造施設等を整備する町内会に，市産
材を原材料として支給した。
市産材を利用し新築や増改築を行なう住宅に
対して補助金を交付した。
高齢者に配慮した街なかの休憩用ベンチを「な
なっく」及び「もりおか歴史文化館」に計10脚設
置した。

林政課

【実施内容】

森林の再造林が促
進される

㉜　市産材利用拡大推進事業

【事業概要】 盛岡市域で産出される木材（市産材）を広くＰＲ
し，木材の需要拡大を推進する。

町内会等が簡易な木
造施設等を整備する
際，市産材を原材料
として支給する

市産材利用の意義
についてＰＲすること
ができるとともに市産
材が使用される

【事業費】

【進捗状況】 木材利用推進会議を１回開催し庁内の市産材
を含めた木材利用を依頼した。また，盛岡市木
材流通推進会議を２回開催し，具体的な市産
材利用拡大に向けた検討を行なった。

市産材の利用量が
増加する

【実施内容】 ・市産材利用をＰＲするため，町内会等が簡易
な木造施設等を整備する際，市産材を原材料
として支給する。（ゴミ集積所やベンチ等）
・市産材を利用し新築や増改築を行う住宅に対
し，補助金を交付する。
・おもてなしベンチの設置

【意図】

A

水田面積

（単位　ha　）

H28 H31 H36

【成果指標・実績値・目標値】市産材を利用し新築
や増改築を行う住宅
に対し，補助金を交
付する

市産材を利用した住
宅の新築や増改築
が行われる

4,130 4,132 4,132
【事業概要】 しいたけ生産基盤の整備を促進し，生産量の

増大と品質の向上を図るため，しいたけ生産組
合等が実施主体となり県の定めるしいたけ等特
用林産物生産施設整備事業補助金交付要領
に定める事業に要する経費に対し補助金を交
付する。

希望するしいたけ生
産組合の事業に要す
る経費に対して補助
金を交付する

しいたけの生産に係
る経費が軽減される

しいたけの生産性の
向上と品質の向上に
つながる

B

畑作面積

出荷される原木しい
たけの品質が保たれ
る

（単位　ha　）

H28 H31 H36

2,429 2,434 2,434
・県とともに生産されたしいたけやほだ木等の
放射能検査を実施した。
・放射性物質濃度の高い原木しいたけほだ木
について，ほだ場から撤去及び仮保管事業を
実施した。

C

㉝　特用林産推進対策事業

樹園地面積

㉞　森林整備計画事務

【事業概要】 森林法に基づき，計画策定が義務づけられて
いる市町村森林整備計画を策定し，随時で変
更計画を策定し森林整備方針を定める。

（単位　ha　）

【事業費】 187千円

原木しいたけの安全
性が確認される

しいたけの生産量が
増加する

しいたけの生産者の
収入が増加する【事業費】 269千円

【事業担当課】 林政課

H28 H31 H36
487 487 487

【実施内容】 ・県の定めるしいたけ等特用林産物生産施設
整備事業補助金交付要領に定める事業に要す
る経費に対し補助金を交付する。
・放射能検査の実施
・きのこ原木等処理事業の実施

放射能検査を実施す
る
きのこ原木等処理事
業を実施する

【進捗状況】

Ｄ

民有林面積

【進捗状況】 平成27年度に策定した盛岡市森林整備計画に
ついて，変更のための図面作成等の事務を
行った。

㉟　森林経営計画認定事務
健全な森林が育成さ
れる

（単位　ha　）

H31 H36
48,100 48,168 48,168

【事業費】 0千円

【事業概要】 森林法に基づき，申請のあった森林計画を審
査し認定する。

H28

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・盛岡市森林整備計画の策定・変更事務

【事業担当課】 林政課

【実施内容】 ・森林所有者等が策定した森林経営に関する
計画を審査し認定する。

森林所有者等が策
定した森林経営に関
する計画を審査し認
定する

計画期間５年の森林
経営計画を団地ごと
に樹立する

計画策定・変更年度
の際や森林所有者
からの要請等により
市町村森林整備計
画の策定・変更を行
う

森林所有者等に盛
岡市の森林整備の
方向性を示し，持続
的で計画的な森林施
業の必要性を理解し
てもらう

適正で計画的な森林
管理が行われる

森林の所有者等が
立木を育て収穫する
ために必要な植栽・
保育・間伐・伐採等
の森林施業が計画
的に行われるように
なる

森林所有者等が策定した森林経営計画を審査
し認定を行った。

【進捗状況】

適正な林地の利用が
行われる

【事業費】 0千円

【事業担当課】 林政課・産業振興課

１ｈａを超える開発に
係る県からの照会に
対して，関係課へ照
会，取りまとめのうえ
意見を提出するほ
か，必要に応じて県
の現地調査への協
力・情報提供を行う

【実施内容】 ・申請された伐採届について，森林整備計画と
の適合を審査し通知する。また，１ha以下の小
規模開発に係る立木伐採について，内容を確
認し届出書の受理を通知する。
・林地開発許可に係る意見の提出，県の現地
調査への協力，情報提供を行う。

㊱　森林法関連事務事業 伐採届を審査し，適
合通知書を通知する
とともに助言・指導等
を行うとともに，小規
模開発の内容を確認
し，県に届出書の写
しを送付する

伐採業者等から，法
令に基づく届出が提
出される

伐採業者等により，
適正な伐採が行われ
る

【事業概要】 森林法に基づく伐採届の審査，現地指導及び
県の所管事務である林地開発許可に関連する
業務を行う。

【進捗状況】 伐採届出書の受理　　　215件
国土利用計画法第23条第1項関連　　５件
林地開発許可に係る意見　　１件

県や市関係課による
指導が行われる

森林の乱開発を防止
される

活動 結果 目指す成果 ・・・・・ ・・・・・ 
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